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 まず文献検討の結果から Kolcabaの comfort 理論を基盤とし、仮説としての comfort













































 結果として、患者はすべて食道がんの術後で対照群 9 名、介入群 10 名であり、男女
比や平均年齢に有意差はなかった。参加観察データから両群の看護師のケアを介入プ
ログラムの項目毎に分類し、1 時間当たりの実施回数をマンホイットニーの U 検定に
て比較したところ、「現実認知の促進」のみ有意に介入群の看護師が多く実施していた










































である。①comfort に大きな影響を与える comfort ケアの基盤を追加した、②ICU に
おける comfort ケアの内容を追加し充実させた、③comfort 状態のアセスメントをふ
まえた専門職としての臨床判断の結果、ケアを選択し、その結果を再度アセスメント




 本研究では ICUにおいて人工呼吸器からウィニングをする患者の comfortを促進す
る看護介入モデルを開発することを目的とし、準実験的研究方法を用いた結果、以下
の内容が明らかとなった。 
１．介入群と対照群の患者間で comfort の VAS 値は、relief と transcendence にお
いての有意差は認められなかった。しかし ease においては有意差傾向が認められた。




ア】【看護師の態度】の 9 カテゴリーが抽出された。                                            
３．患者への面接の質的内容分析の結果、患者の comfort に関係するものとして
〔comfort のためのアセスメント〕、〔comfort ケアを決める臨床判断〕〔comfort ケア
の基盤〕、〔comfort ケア〕の 4 つの大カテゴリーを抽出した。〔comfort のためのアセ
スメント〕は【思いを察する】という１カテゴリーを含み、〔comfort ケアを決める臨
床判断〕は【専門職としての適切な臨床判断による危険回避】【回復に必要な行為と苦































 患者面接データからは 4 つのコアカテゴリー（comfort のためのアセスメント、










































・測定した VAS 値は正規分布しておらず、外れ値の 1 症例（調査意図を理解して回答
している）を含めてノンパラメトリック検定を行うのがよい。そうすると低値、中間
値、高値に分類した ease の VAS値のカイ二乗検定では、介入の有効性が示唆されるの
で（P=0.06）、記載を変更する。 
・P87 面接データの分析結果の記述中にカテゴリーの一覧表を明示すること。 
 
